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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ ３ 

教員による一方向的な講 

義形式に加え、グループ・デ 

ィスカッション、グループ・ 

ワーク、問題解決学習、調査 

学習、ディベート等、能動的 

な学修への参加（アクティ 

ブ・ラーニング）を促す教育 

方法を取り入れた授業科目 

の割合を増やし、教育の質的 

な転換を図る。（アクティブ・ 

ラーニング実施率 15％以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィールドワークとグルー 

プ・ワークを行う「地域社会 

学」、市が有する高齢化に関 

す る デ ー タ を 統 計 的 に 分 析 

し、グループ・ワークで解決 

策を考える「社会統計学」、 

スモール・グループ・ディス 

カッションを活用した「薬学 

倫理」等、アクティブ・ラー 

ニングの実施率は 10.7％と 

なった。また、新型コロナウ 

イルス感染予防のため、オン 

ラインによる双方向学習を可 

能とする Learning Manage- 

ment System（ＬＭＳ：学習 

管理システム）の授業での活 

用を促進し、授業におけるＬ 

ＭＳ利用率は 71 . 9 %となっ 

た。【ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

ア ク テ ィ ブ ・ 

ラーニングの実 

施率が目標に達 

していない。 

15.0％⇒10.7％ 

【未達成】 

ＬＭＳを効果的 

に活用（ＬＭＳ 

利用率 71.9％） 

し、質の高い教 

育・向上のため 

の 取 組 を 行 っ 

た。 

【＋α】 

教育の質的な転換を図る 

ため、能動的な学修力の育 

成に効果的な教育手法であ 

るアクティブ・ラーニング 

の実施に取り組み、実施率 

15％以上の目標を掲げてい 

たが、目標を下回る 10.7％ 

の実施率となっている。ア 

クティブ・ラーニングの重 

要性を認識し、アクティブ・ 

ラーニングの実施率の向上 

に向けて取り組まれること 

を期待する。 

 また、新型コロナウイル 

ス感染症拡大予防のため、 

オンラインによる双方向学 

習 を 可 能 と す る 学 習 管 理 

システム（ＬＭＳ）を活用 

し、授業におけるＬＭＳ利 

用率 71.9％となっている。 

ウイズ・コロナの時代にお 

いても、質の高い教育の確 

保・向上のため、ＬＳＭの 

効果的な活用に取り組まれ 

ることを期待する。【期待】 

【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ ４ 

企業が抱える技術的課題 

を学生がグループで把握・ 

分析し、対策創出・提案を 

行 う 問 題 発 見 解 決 型 学 習 

（ＰＢＬ：Probl em - base d  

Learning）「地域技術学」を 

充実し、課題を発見し解決 

できる能力を有する人材を 

育成する。（問題発見課題解 

決授業（ＰＢＬ型授業）の 

開講年１科目以上） 

「地域技術学」では、市内 

を中心とする企業８社から技 

術的課題の提供をいただき、 

オンライン授業と対面授業の 

複合型で実施した。また、学 

生が、大学リーグやまぐち主 

催「令和２年度ＰＢＬ実践報 

告会」に参加し、「市内企業 

の課題解決策に関する検討」 

をテーマに学習成果の発表を 

行った。【ａ】 

オンラインでの 

授業を活用し、 

対面授業との複 

合型で、ＰＢＬ 

型授業「地域技 

術学」を実施し 

た。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、「地 

域技術学」をオンラインと 

対面授業の複合型で実施し 

た。【コロナ】 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ６ 

TOEIC 対策講座を開講し、 

TOEIC を利用することによ 

り英語運用能力の向上を図 

る。（TOEIC 対策講座の開講 

クラス数年２クラス以上） 

 

 

長年海外での勤務経験があ 

る講師を招聘し、TOEIC 講座 

をレベルに合わせた２クラス 

を オ ン ラ イ ン に よ り 開 講 し 

た。【ａ】 

 

 

オンラインを活

用し、TOEIC 講

座を目標の年２

講座開講した。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響がある中、海 

外での勤務経験がある講師 

を招聘し、TOEIC 講座をオン 

ラインにより開催し、英語 

教育の強化に取り組んでい 

る。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ ８ 

英 語 力 診 断 テ ス ト V E L C 

（Visualizing English La- 

nguage Competency Test） 

を利用し、学生のコミュニ 

ケーション能力の測定と、 

本学の英語教育の学習成果 

を客観的に測定する。（VELC 

の実施回数年４回以上） 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため、VELC の実施を取 

りやめたが、教育後援会の支 

援により大学院生が TOEIC を 

受験した際に受験料の補助を 

行った。また、英語運用能力 

の底上げを図るため、専任の 

ネ イ テ ィ ブ 教 員 の 採 用 を 行 

い、令和３年４月１日に就任 

することとした。【ｂ】 

 

 

 

 

V E L C の実施を 

取りやめた。 

年４回以上 

    ⇒０回 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症 拡 大 の 影 響 が あ る 中 、 

TOEIC 受験料の支援を行い、 

英語教育の強化に取り組ん 

でいる。また、英語運用能 

力の底上げを図るため、令 

和３年度から専任のネイテ 

ィブ教員を採用することと 

している。グローバル化が 

進む中、世界で活躍できる 

人材を育成するため、英語 

力の向上・国際感覚の醸成 

に努めていただきたい。【期 

待】【コロナ】 

Ⅰ ９ 

工学部の外国人留学生入 

試の入学定員を現在の若干 

名から定員を設定するとと 

もに、入学者選抜の方法の 

見直しを図り、優秀な留学 

生を確保するための計画を 

作成する。（日本語学校対象 

外国人留学生入試説明会の 

実施回数年１回以上） 

 

昨年度までは外国人留学生 

入試を２月としていたが、本 

年度から優秀な学生を早期に 

確保するため試験日程を 10 

月に変更したが、新型コロナ 

ウイルス感染症により海外か 

らの入国が実質的に不可能と 

なった。【ｂ】 

 

 

入学者選抜の方 

法の見直しを図 

り試験日程を変 

更した。 

【達成】 

日本語学校対象 

外国人留学生入 

試説明会を中止 

した。 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響を受け、外国 

人留学生入試を実施できな 

かったが、優秀な学生を早 

期に確保するため試験日程 

を変更した。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ 10 

海外留学における経済的 

支援として、経済的理由に 

より修学が困難であり、か 

つ、学業成績が良好である 

と認められる学生に 10 万円 

を上限に給付を行う。（海外 

留学奨学金説明会の実施回 

数年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

山陽小野田市立山口東京理 

科大学修学支援事業基金によ 

り、学部又は大学院修士課程 

に在籍する学生のうち、経済 

的理由により修学が困難であ 

り、かつ、学業成績が良好で 

あると認められる学生を対象 

に、海外留学における経済的 

支援として 10 万円を上限に 

給付を行う事業を実施した。 

また、オンライン開催される 

海外の学会に学生も参加でき 

るよう、参加費の補助を行っ 

た。【ａ】 

海外留学におけ 

る経済的支援を 

行った。 

【達成】 

オンラインで開 

催される海外の 

学会の参加費を 

補助した。 

【＋α】 

海外留学奨学金 

説明会を中止し 

た。 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響がある中、海 

外留学における経済的支援 

やオンライン開催される海 

外の学会への参加費の補助 

等を行い、英語教育の強化 

及び国際感覚を備えた人材 

の養成に取り組んでいる。 

【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ 11 

教育の内容及び方法の改 

善を図るための教員の組織 

的な研修（ＦＤ研修）を開 

催する。（ＦＤ研修の実施回 

数年２回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の組織的な研修を次の 

とおり開催した。【ａ】 

・「現代社会における実践的 

経営実務について」10 月 

13 日 

・「Times Higher Education 

世界大学ランキングとその 

活用」11 月５日 

・「これからの産学連携研究 

開発植物化学の原点に学ぶ 

エッセンシャルオイル・テ 

ルペンの無限の可能性」12 

月 10 日 

・「遺伝子組換え実験等安全 

講習」３月 12 日 

・「Ｘ線・放射線従事者教育 

訓練」オンライン講習 

・「動物実験の実践倫理につ 

いて」オンライン講習 

教員の教育力向 

上を図るため、 

オンラインを活 

用したＦＤ研修 

を、目標の年２ 

回を上回る年６ 

回実施した。 

【達成】 

教員の組織的な研修（Ｆ 

Ｄ研修）の開催に積極的に 

取り組み、目標の「実施回 

数年２回」を大幅に上回る 

年６回（オンライン講習２ 

回を含む。）開催し、教員 

の教育能力向上に努めてい 

る。【特筆】【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ 13 

入学試験実施要項、入試 

問題作成要項、入試問題点 

検要項、採点要項を作成し 

適切に実施・点検を行う。 

（問題訂正の発生件数０件） 

 

 

学校推薦型選抜の学力試験 

において問題訂正は発生しな 

かった。なお、一般選抜の個 

別学力試験は新型コロナウイ 

ルスの感染予防のため中止と 

し、大学入学共通テストの結 

果で合否判定を行った。【ａ】 

一般選抜の個別 

学力試験を中止 

した。 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、一般 

選抜の個別学力試験が実施 

できず、大学入試共通テス 

トの結果での合否判定を行 

った。【コロナ】 

 

Ⅰ 17 

学生の保証人に対し大学 

教育への理解を深めていた 

だくために、保証人懇談会 

を実施する。（保証人懇談会 

の実施回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため、大学に保証人を招 

いての懇談会の開催が難しい 

ため、大学説明はオンデマン 

ド配信により行い、教員と保 

証人との個別相談は電話によ 

り実施した。保証人からのア 

ンケート回答結果は概ね良好 

であった。また「保証人のた 

め の 就 職 活 動 サ ポ ー ト ブ ッ 

ク」を作成し、保証人懇談会 

ではＰＤＦ版を公開し、年度 

末に次年度２・３年生の保証 

人に冊子版を郵送した。【ａ】 

大学説明はオン 

デマンド配信、 

保証人との個別 

相談は電話によ 

り実施した。 

【達成】 

「保証人のため 

の就職活動サポ 

ートブック」を 

作成した。 

【＋α】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、保証 

人を招いての懇談会をオン 

デマンド配信で、教員と保 

証人との個別相談を電話で 

行った。【コロナ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ 18 

学生の主体的な課外活動 

に対して財政的な支援をし 

ている教育後援会に対し、 

学友会による活動報告会を 

実施する。（学友会活動報告 

会の実施回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

保証人懇談会に合わせ、助 

成を受けている竜王祭実行委 

員会より活動報告を行う予定 

であったが、新型コロナウイ 

ル ス 感 染 予 防 の た め 学 園 祭 

（竜王祭）が中止となり、代 

替方法として教育後援会役員 

会 に お い て 活 動 報 告 を 行 っ 

た。また、教育後援会から、 

学生への学生食堂の無料開放 

の支援をいただき、大学から 

実施報告を行った。【ｂ】 

学友会による活 

動報告を教育後 

援会役員会にお 

いて行った。 

【達成】 

学生食堂の無無 

料開放の支援を 

行った。 

【＋α】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響から計画どお 

りの実施が困難な状況とな 

ったが、教育後援会と連携 

し、学生食堂の無料開放を 

行っている。今後もきめ細 

かい学生支援に取り組んで 

いただきたい。【コロナ】 

 

 

 

 

Ⅰ 19 

学生及び留学生に対して、 

先輩学生が個別学習支援を 

行う「ピアサポート」を実 

施する。（ピアサポートの開 

催回数週３回以上） 

 

 

 

 

 

 

本年度は新型コロナウイル 

ス感染予防のため、学生によ 

る個別学習支援は中止とした 

が、授業で分からなかった箇 

所がある学生に対し、助教の 

教員がオンラインにより個別 

学習支援を行う「オンライン 

による学習サポート教室」を 

行った。【ｂ】 

 

 

先輩学生の個別 

学習支援を中止 

した。 

週３回以上 

⇒０回 

【未達成】 

助教が「オンラ 

インによる学習 

サポート教室」 

を行った。 

【＋α】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響から計画どお 

りの実施が困難な状況とな 

ったが、オンラインを活用 

し た 個 別 学 習 支 援 を 実 施 

し、学習サポートの充実に 

取り組んでいる。今後もき 

め細かい学生支援に取り組 

んでいただきたい。【コロ 

ナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ 20 

授業で分からなかった箇 

所がある学生に対し、助教 

の教員が個別学習支援を行 

う「学習サポート教室」を実 

施 す る 。（ 学 習 サ ポ ー ト 教 

室の開催回数週１回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため、学習サポート教室 

を対面ではなくオンラインに 

より開催し、対面での授業が 

可能となった段階で対面によ 

る 学 習 サ ポ ー ト 教 室 を 再 開 

し、オンラインと対面の併用 

により実施することで利用者 

を増やす取り組みを行った。 

【ａ】 

 

 

 

 

 

「学習サポート 

教室」を対面と 

オンラインの複 

合型で行った。 

【達成】 

学習サポート教 

室は、前期（年 

間を４期に分け 

た場合の２期） 

からオンライン 

で実施。後期に 

ついてはオンラ 

イン、対面のハ 

イブリッドで実 

施した。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、学習 

サポート教室をオンライン 

と対面を併用した形で実施 

し、利用者の増加に取り組 

んだ。【コロナ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 22 

山陽小野田市及び近郊の 

産業や地元企業の魅力につ 

いて学生の理解を深めるた 

め、市内の主要な企業を巡 

る市内企業見学会、市内企 

業インターンシップを実施 

する。（市内企業見学会の実 

施回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

インターンシップ制度の目 

的・意義等についてガイダン 

スを行い、インターンシップ 

への理解及び参加の促進を図 

り、延べ約 350 名の学生が参 

加した。新型コロナウイルス 

感染対策による夏季休暇期間 

の大幅な短縮にも関わらず、 

夏のインターンシップに 17 

名（うち市内企業等３名）に 

参 加 し 、 秋 ・ 冬 ・ 春 の イ ン 

ターンシップに 17 名（うち 

市内企業等７名）が参加した。 

【ａ】 

市内企業へのイ 

ンターンシップ 

を実施した。 

【達成】 

市内の主要な企 

業を巡る市内企 

業見学会を中止 

した。 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、夏季 

休暇期間が大幅な短縮とな 

ったが、学生に市内企業の 

魅力を知ってもらうため、 

市内企業と連携し、市内企 

業へのインターンシップを 

実施している。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅰ 25 

公務員採用試験対策講座 

を開講し、公務員採用に向 

けた学内説明会を開催する 

とともに、公務員試験合格 

率の向上を図る。（公務員採 

用試験対策講座の実施回数 

年１回以上） 

 

本年度はオンラインによる 

実施とし、３年生クラスに 29 

名、２年生クラスに 27 名が受 

講した。また、７名が公務員試 

験に合格し、７名が公立学校 

の教員採用試験に合格した。 

【ａ】 

 

公務員採用試験 

対策講座をオン 

ラインで開講し 

た。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響によりオンラ 

インでの実施となったが、 

公務員採用試験対策講座を 

開講し、公務員試験の合格 

率の向上に取り組まれ、高 

い合格率を達成している。 

【特筆】【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅱ 34 

地域連携センターにおい 

て、あらゆる年代の方を対象 

とした「市民のためのオープ 

ンキャンパス」を実施する。 

（市民のためのオープンキ 

ャンパスの実施回数年１回 

以上） 

本年度は新型コロナウイル 

ス感染症予防のため中止とな 

ったが、地域連携センター運 

営委員会において各委員から 

意見を聴取し、令和３年度の 

開催に向けた準備を進めた。 

【ｂ】 

「市民のための 

オープンキャン 

パス」を中止し 

た。 

年１回以上 

⇒０回 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、令和３年度の事業実施 

に 向 け て 準 備 を 進 め て い 

る。【コロナ】 

Ⅱ 35 

山陽小野田市と連携し、疾 

患予防・健康増進に関する健 

康に関する市民講座を開催 

し、市民の健康寿命の延伸に 

貢献する。（市民講座の実施 

回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＥＢ開催となった山陽小 

野田市のＳＯＳ（ Sany oO n o - 

daStation）健康フェスタに、 

本学の教員による健康に係る 

２本の動画（「正しい手洗い 

の方法」、「身近な生薬につい 

て」）を投稿し参画した。 

また、11 月からのスマイル 

エ イ ジ ン グ 強 化 月 間 に 参 画 

し、山陽小野田薬剤師会とタ 

イアップした新型コロナウイ 

ルス感染症に係るチラシやポ 

スターを作成した。チラシ・ポ 

スターは、市内の薬局等を通 

じ広く配布された。なお、ポス 

ターは本学の学生が新型コロ 

ナウイルス感染予防等に係る 

デザインを作成した。【ａ】 

市民講座を中止 

した。 

【未達成】 

ＳＯＳ健康フェ 

スタへの動画投 

稿し、参画。山 

陽小野田薬剤師 

会とタイアップ 

し、チラシとポ 

スターを作成し 

た。 

【＋α】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、感染拡大防止対策を講 

じる中で、関係機関・団体 

と連携し、事業を実施して 

いる。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅱ 36 

市民を対象に、科学にま 

つわる身近な話題を提供す 

る「サイエンス・カフェ」 

を開催し、教育・研究と地 

域貢献が一体化した生涯教 

育の充実を図る。（サイエン 

ス・カフェの実施回数年６ 

回以上） 

山陽小野田市立中央図書館 

と連携してサイエンス・カフ 

ェを実施した。当初年６回実 

施する計画であったが、新型 

コロナウイルス感染拡大防止 

のため、５・６月が中止とな 

ったため、年４回（８・10・ 

12・２月）実施した。【ａ】 

サイエンス・カ 

フェの実施回数 

が目標を下回っ 

た。 

６回⇒４回 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、実施 

回数の削減等、計画どおり 

に事業を実施することが困 

難な状況となったが、感染 

拡 大 防 止 対 策 を 講 じ る 中 

で、事業を実施している。 

【コロナ】 

Ⅱ 37 

県内を中心とする中学・ 

高校の理科教員を対象に、 

理科の授業に役立つ実践的 

な プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る 

「理科教員のためのリカレ 

ン ト セ ミ ナ ー 」 を 開 催 す 

る。（理科教員のためのリカ 

レントセミナーの実施回数 

年１回以上） 

本年度は新型コロナウイル 

ス感染予防のため中止となっ 

たが、地域連携センター運営 

委員会において各委員から意 

見を聴取し、令和３年度の開 

催に向けた準備を進めた。 

【ａ】 

 

 

教員のためのリ 

カレントセミナ 

ーを中止した。 

年１回以上 

⇒０回 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、令和３年度の事業実施 

に 向 け て 準 備 を 進 め て い 

る。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅱ 38 

技術相談会、研究室公開、 

情報交換会等を開催し、大 

学の研究シーズと企業の技 

術ニーズのマッチングを支 

援する。（研究・技術公開の 

実施回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

大学の研究シーズを広く知 

っていただくため研究シーズ 

集 2020-2021 を作成した。ま 

た、ＷＥＢ開催となったイノ 

ベーションジャパンに本学教 

員の研究を 1 点出展した。技 

術相談会、研究室公開は、新 

型コロナウイルス感染予防の 

ため中止となったが、地域連 

携センター運営委員会におい 

て各委員の意見を聴取し、令 

和３年度開催に向けた準備を 

進めた。【ｂ】 

技術相談会・研 

究室公開を中止 

した。 

年１回以上 

    ⇒０回 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、令和３年度の事業実施 

に 向 け て 準 備 を 進 め て い 

る。【コロナ】 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 42 

大学の授業を一般市民に 

開放する「大学開放授業」 

を開講し、市民が生涯にわ 

たって行う学習活動を行う 

場として大学を開放する。 

（大学開放授業の開講数年 

10 科目以上） 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため学内における大学開 

放授業は中止となったが、本 

学の教員が山陽小野田市立図 

書館に出張し、科学や薬学に 

まつわる身近な話題を紹介す 

るサイエンス・カフェを年４ 

回開催した。【ｂ】 

大学開放授業を 

中止した。 

年 10 科目以上 

⇒０科目 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、感染拡大防止対策を講 

じる中で、市民への大学開 

放に関する事業を実施して 

いる。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅱ 48 

山口県インターンシップ 

推進協議会との連携を強化 

し、県内企業インターンシ 

ップの参加率を高める。（卒 

業者に占める県内就職者の 

割合 30％以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため、インターンシップ 

への参加者は述べ 34 名（う 

ち市内企業等 10 名）と例年 

と比べて少ない結果となった 

が、就職者に占める県内就職 

者 の 割 合 は 4 1 . 9 ％ と な っ 

た。【ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内企業インタ

ーンシップの参

加率は、例年を

下回った。 

【未達成】 

県内就職者の割 

合は、目標を大 

きく上回った。 

30％⇒39.1％ 

【達成】 

※41.9％は、就 

職決定者数 129 

人に占める県内 

就職者数 54 人 

で算出。 

インターンシップへの参 

加者は減少したが、卒業者 

に占める県内就職者の割合 

は増えている。引き続き関 

係機関と連携し、県内就職 

者を増やす取組を積極的に 

展 開 さ れ る こ と を 期 待 す 

る。【期待】【コロナ】 

※令和２年度の卒業者に占

める県内就職者の実績 

学部卒業生数：182 人 

  うち進学者数：44 人 

 県内就職者数：54 人 

県内就職者の割合：39.1％ 

 県内就職者数÷（卒業者 

数－進学者数）☓100 

＝54÷（182－44）☓100 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅲ 54 

オープンキャンパス、進 

学相談会、高校訪問、メデ 

ィア等による広報活動を推 

進し、前年度を上回る志願 

者を獲得する。（高校生対象 

オープンキャンパスの実施 

回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため、来場型のオープン 

キャンパスではなく、８月上 

旬にオンラインを活用したオ 

ープンキャンパスを開催し、 

全国から 555 名の参加申込み 

があった。高校訪問について 

は新型コロナウイルス感染防 

止のため規模を縮小し、山口 

県内の学校推薦型選抜合格高 

校を訪問し入学前教育の説明 

を行った。【ａ】 

志願者数は前年 

度を下回った。 

3,186 人 

⇒2,339 人 

【未達成】 

オンラインを活 

用して高校生対 

象のオープンキ 

ャンパスを実施 

した。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、オンラインでの実施や 

感染拡大防止対策を講じる 

中での県内高校へ訪問を行 

い、事業目的の達成に向け 

て取り組んでいる。【コロ 

ナ】 

 

 

Ⅲ 56 

山陽小野田市内の小・中 

学校対象の「ほんものの科 

学体験講座」、「小学生が学 

ぶ医薬品教室」等を実施す 

る。（ほんものの科学体験講 

座の実施回数年 20 回以上） 

 

 

 

 

本年度は新型コロナウイル 

ス感染予防のため中止となっ 

たが、地域連携センター運営 

委員会において各委員の意見 

を聴取し、令和３年度開催に 

向けた準備を進めた。【ａ】 

 

 

 

 

「ほんものの科 

学体験講座」を 

中止した。 

年 20 回以上 

⇒０回 

【未達成】 

「小学生が学ぶ 

医薬品教室」を 

中止した。 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、令和３年度の事業実施 

に 向 け て 準 備 を 進 め て い 

る。【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅲ 57 

山陽小野田市教育委員会 

と連携し、教職課程履修学 

生が市内の小・中学校へ理 

科授業の準備、実験、個別 

指導を補助するスクールボ 

ランティアを派遣する。（ス 

クールボランティアの派遣 

校数年２校以上） 

本年度は新型コロナウイル 

ス感染予防のため活動は一旦 

休止となったが、令和３年度 

以 降 に 活 動 が 可 能 に な っ た 

時、迅速に対応できるよう学 

内での学生による活動を再開 

し準備を進めた。【ａ】 

 

スクールボラン 

ティアの派遣を 

中止した。 

年２校以上 

    ⇒０校 

【未達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、令和３年度の事業実施 

に 向 け て 準 備 を 進 め て い 

る。【コロナ】 

 

Ⅲ 61 

中国・四国地区の公立大 

学と大学運営及び教育研究 

に関する勉強会及び情報交 

換を実施する。また、公立 

大 学 法 人 等 運 営 事 務 研 究 

会、公立大学協会薬学部会 

に参加し実務的な課題解決 

に向けた連携を推進する。 

中国・四国地区の公立大学 

総会、公立大学法人等運営事 

務研究会等にオンラインによ 

り参加し、本学の現状報告と 

意見交換を行った。【ａ】 

 

 

 

オンラインを活 

用して中国・四 

国地区の公立大 

学総会、公立大 

学法人等運営事 

務研究会等実施 

した。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大の影響により、計画 

どおりに事業を実施するこ 

と が 困 難 な 状 況 と な っ た 

が、オンラインでの実施に 

より参加し、関係団体との 

連携に取り組んでいる。 

【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅲ 65 

科学研究費補助金の申請 

説明会を開催し、科研費応 

募資格保有者による科学研 

究費補助金の申請率と採択 

率の増加を目指す。（科学研 

究費補助金の申請率が科研 

費応募資格保有者の 75％以 

上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予 

防のため、本年度の科学研究 

費補助金に係る説明会は、新 

たな取組として動画配信によ 

る説明会を導入し、科研費申 

請に向けたポイントなどにつ 

いての情報提供を行った。こ 

の結果、科研費応募資格保有 

者の申請率は 74.3％、科研 

費獲得額は 71,578 千円と、 

昨年度 42,846 千円に対し約 

1.7 倍に増加した。【ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費補助 

金の申請率は僅 

かに目標を下回 

った。 

75.0％⇒74.3％ 

【未達成】 

科学研究費補助 

金の採択率 

17.1％ 

⇒14.8％ 

【未達成】 

科学研究費補助 

金の獲得額は前 

年度の 1.7 倍と 

大 幅 に 増 加 し 

た。 

【＋α】 

※採択率が下が 

った理由：令和 

元年度の採択数 

が多く研究者が 

研究期間が終わ 

るまで応募がで 

きないため。 

新型コロナウイルス感染 

症拡大予防のため、科学研 

究費補助金の申請説明会を 

動画配信という新たな取組 

により実施した。科学研究 

費補助金の申請率は科研費 

応募資格保有者の 74.3％と 

目標の 75％を僅かに下回っ 

たが、ほぼ達成している。 

また、科研費獲得額 71,578 

千円は前年度（42,846 千 

円）の 1.7 倍と大幅に増加 

し て お り 、 今 後 も 引 き 続 

き、教育研究活動の活性化 

及 び 教 員 の 意 識 向 上 を 図 

り、外部研究費の獲得に向 

けて積極的に取り組まれる 

ことを期待する。【期待】 

【コロナ】 
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大項目-№ 令和２年度の年度計画 年度計画の実施状況等 コロナの影響 評価委員会の意見等 

Ⅳ 71 

外部資金及び競争的資金 

獲得に向けた研修会を開催 

する。（外部資金及び競争的 

資金獲得に向けた研修会の 

実施回数年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部資金等に係る募集情報 

を掲示板等で随時提供すると 

ともに、応募テーマと研究テ 

ーマが近い教員へは個別情報 

提供を行うなど支援強化を図 

った。また、生命・医学系研 

究に携わる研究者を対象に、 

e-Learning による生命・医 

学系研究の倫理及び臨床研究 

の基礎知識講座の研修を実施 

した。【ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部資金及び競 

争的資金獲得に 

向けた研修会を 

中止した。 

ただし、代替措 

置として、外部 

資金及び競争的 

資金獲得に向け 

た研修会を年度 

中視聴できる動 

画配信により提 

供した。 

年１回以上 

    ⇒０回 

【未達成】 

生命・医学系研 

究の倫理及び臨 

床研究の基礎知 

識講座の研修を 

e-Learning に 

より実施した。 

【＋α】 

新型コロナウイルス感染 

症拡大防止のため、外部資 

金及び競争的資金獲得に向 

けた研修会を開催できなか 

ったが、年度中視聴できる 

動画配信を提供する代替措 

置を行った。さらに、募集 

情報を掲示板等で随時提供 

するとともに、教員への個 

別情報提供を行う等、外部 

資金及び競争的資金獲得に 

向けて積極的に取り組んで 

いる。【特筆】【コロナ】 
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Ⅵ 79 

薬品管理システムを適切 

に運用し、特定化学物質の 

環境への排出量の把握等及 

び管理の改善の促進に関す 

る法律（PRTR 法）の遵守に 

努める。（高圧ガス・液化ガ 

ス利用者安全講習会の実施 

回数年１回以上、放射線・ 

Ｘ線実務者訓練の実施回数 

年１回以上） 

 

 

 

 

 

 

薬品の薬品管理システムの 

登録・管理を適切に行い、高 

圧ガスについても薬品管理シ 

ステムに登録を行う準備を進 

めた。Ｘ線・放射線従事者教 

育訓練をオンラインにより６ 

月９日から７月 31 日の期間 

行った。 

また、大学の教育研究活動 

が 環 境 に 与 え る 影 響 を 認 識 

し、この影響を最小限にする 

ための環境負荷の低減に向け 

た活動を推進するために、Ｓ 

Ｄ Ｇ s へ の 取 組 み を 含 め た 

「環境報告書」を作成しホー 

ムページにより公表した。【ａ】 

高圧ガス・液化 

ガス利用者安全 

講習会を中止し 

た。 

年１回以上 

    ⇒０回 

【未達成】 

オンラインを活

用した放射線・

Ｘ線実務者訓練

を実施した。 

【達成】 

薬品管理システムを適切 

に 運 用 し た 薬 品 管 理 の 徹 

底、新型コロナウイルス感 

染 症 拡 大 の 中 に お け る Ｘ 

線・放射線従事者教育訓練 

のオンラインでの実施、Ｓ 

ＤＧｓへの取組みを含めた 

「環境報告書」の作成等、 

安全衛生管理体制の確保、 

学生や教職員の健康保全及 

び安全衛生に努めている。 

【特筆】【コロナ】 

 

 

 

 

Ⅵ 81 

利益相反、営業秘密情報、 

安全保障輸出管理などのリ 

スクマネジメント組織を整 

備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リ ス ク 管 理 委 員 会 の も と 

に、新型コロナウイルス感染 

症対策本部を設置し感染予防 

対策を行い、安全保障輸出管 

理に関する事務研修を 12 月 

に実施した。また、利益相反ポ 

リシー及び利益相反マネジメ 

ント実施要綱に基づき教職員 

を対象に自己申告アンケート 

を実施した。そのほかに、健康 

情報等取扱要項を制定し、健 

康情報等が適切に取り扱われ 

る仕組みを構築した。【ａ】 

リスク管理委員 

会のもとに、新 

型コロナウイル 

ス感染症対策本 

部の設置や安全 

保障輸出管理に 

関する事務研修 

会 等 を 実 施 し 

た。 

【達成】 

新型コロナウイルス感染 

症対策本部を設置し、リス 

ク管理に迅速に取り組んで 

いる。【特筆】【コロナ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


